
Truffology 1 (1): 2–4 (2018)Online publication; available at: http://jats-truffles.org/truffology/

2

Abstract

E-mail: 

Submitted: Published:Article Info:

© The Japanese Association for Tru�e Science (JATS), 2018

昨年 （2016 年） 夏に発足した日本地下生菌研究会 （The 

Japanese Association for Truffle Science; 略称 JATS） は、 地

下生菌やそれらに関連する多様な菌類の標本や情報を集積

し、 得られた知見を社会へ積極的に情報発信することで、 研

究の多面的発展および知識の普及を図ることを目的としてい

る。 本研究会で 「地下生菌」 として扱う菌類には、 トリュフ

類など文字通りの地下生菌だけでなく、 シクエストレート菌

（sequestrate fungi ； 子実体の胞子形成組織が外皮に被われ、

自力での胞子散布を行わない菌類） に該当する全ての菌類

（地上生のものも含む） や、 ケカビ門に所属するトリュフ型の菌

類（グロムス属（Glomus）、 アツギケカビ属（Endogone）菌など）

も含まれる。 この巻頭言では、 これまで日本の地下生菌研究

が辿ってきた道をごく簡単にご紹介し、 日本地下生菌研究会、

そして本会報 『Truffology』 がこれから担うべき課題について

考えてゆきたい。

日本産地下生菌の基礎生物学的研究は、 残念ながら近

年に至るまで、 多くの菌学研究者にとって第一の関心事と

はならなかったようである。 古くは田中延次郎氏によるショウ

ロの学名に関する言及や （田中、 1890）、 ドイツの菌学者

Paul Christoph Hennings 氏により Hymenogaster suzukianus と

命名された日本産標本の記録 （和名 ： マメツブタケ ; 現在

は H. arenarius の学名が当てられることが多い） などに始まり

（Hennings, 1902）、 今井三子博士 （1900–1976）、 小林義雄

博士 （1907–1993） らにより散発的に地下生菌が研究の対象

とされた。 特に 1930 年代には両氏により積極的な研究がなさ

れ、 『大日本植物誌２ ヒメノガスター亜目及スツポンタケ亜目』
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（小林、 1938） 等にその成果がまとめられた。 その後、 冬虫

夏草類の分類学的研究に集中的に取り組むこととなった小林

博士は、 その過程で、 菌生冬虫夏草類の宿主であるツチダン

ゴ属 （Elaphomyces） の分類なども手掛けている （Kobayasi, 

1960）。 しかし、 両氏も地下生菌の分類学や多様性解明を研

究の中心に据えることはなく、 その後も散発的な研究がなさ

れたのみであった （例 ： Imai & Kawamura, 1958; Kobayasi, 

1979）。

20 世紀の日本の地下生菌研究において一つの契機と

なったのが、 1975 年の Oregon State University の James M. 

Trappe 博士の来訪であろう。 Trappe 博士は言わずと知れた、

世界の地下生菌研究を牽引してきた研究者である。 博士は、

数か月間の日本滞在において、 国内の研究者の協力のもと、

各地で多数の地下生菌を採集し、 その成果は Trappe (1976), 

Hosford & Trappe (1988) などに纏められた。

一方、 非職業研究者、 そして教育者として、 地下生菌や腹

菌類に大きな関心を寄せ、 これらに関する知識の普及に大き

く貢献したのが、 𠮷見昭一氏 （1928–2003） である。 𠮷見氏

の教育普及活動を通じて、 地下生菌の形や進化、 生態の面

白さを知った本研究会会員も少なくない。 筆者も𠮷見氏の著

作を通じて地下生菌に関心を持った者の一人である。 残念な

がら、 𠮷見氏による学術出版物はごく限られており （例：𠮷見・

土居、 1989）、 氏の残した多数の標本と観察記録が、 今後の

地下生菌研究に活用されてゆくことが望まれる。

1990 年代以降しばらくの間、 国内では地下生菌に関する

顕著な学術的進展は無かったものの、 𠮷見氏らの尽力により、

地下生菌に関心を持つアマチュア菌類愛好家は徐々に増えて

いった。 それに伴い、 国内各地の地下生菌の標本や、 多様

性や発生状況に関する知見も着々と蓄積していったのである。

そして 2010 年代に入り、 それらの蓄積が徐々に学問的成

果として結実し始めた。 2010 年にはジャガイモタケとクラマノ

図 1． 日本産地下生菌に関する原著論文・短報数の年代別推移 （ケカ

ビ門のアツギケカビ目およびグロムス亜門の胞子果形成菌類を含む）．

Fig. 1. The number of scienti�c papers dealing with Japanese tru�es 

and tru�e-like fungi (including sporocarpic fungi in Glomeromycotina 

and Endogonales).

ジャガイモタケの異同の検討と新属 Heliogaster （ジャガイモタ

ケ属） の設立に関する論文が （Orihara et al., 2010）、 その翌

年には日本産セイヨウショウロ属 （トリュフ類） の分子系統と多

様性に関する論文が出版された （Kinoshita et al., 2011）。 そ

の後も日本産地下生菌の系統や分類に関する研究例は増え

続け （図 1）、 現在では、 日本列島は世界でも有数の高い地

下生菌種多様性を有する地域として認知されつつある。

前述のように、 このような地下生菌研究の進展の背景には、

日本各地からの標本の蓄積がある。 これら標本の多くは、 国

内の多くの非職業研究者や愛好家 （アマチュア） により採集

されたものである。 これらを活用し論文を書かなければならな

い立場としては恥ずかしい限りであるが、 研究者のもとに集ま

る標本のうち、 速やかに学術的成果に結びつくのは一部に過

ぎず、 残りの多くは心ならずも長い間研究者の手元に留まって

しまうのが常である。 もちろん、 最終的にそのような標本を利

用した研究成果が論文となれば御の字であるが、 限られた研

究者の元にひたすら標本が集まる、 という状況は、 学問の進

展の面では必ずしも能率的ではないだろう。 なぜならば、 この

ような 「積み残し」 の標本とその付随情報を、 基礎的知見とし

て様々な研究に利用できる形で公表してゆくことは、 必ずしも

職業研究者でなくとも可能と考えるからである。 そのような基礎

的知見を基に、 職業研究者 （プロ） が中心となって更なる発

展的研究を進めてゆく、 という流れが確立されれば、 様々な

立場から地下生菌に関わる全ての人々にとって、 まさに理想

的な関係となるのではないか。

そのような考えのもと、 スタートを切ったのが、 日本地下生

菌研究会であり、 本会報 “Truffology” である。 地下生菌を

対象とした学術団体は世界的にも珍しく、 ‟North American 

Truffling Society (NATS)” が知られる程度である。 さらに、 本

会報では、 愛好家 ・ アマチュア ・ プロ研究者の垣根を超え、

相互に情報伝達と情報交換を行う場として、 エッセイをはじめ

とする普及記事から、 各地の標本リスト、 そして新種、 新産種

報告などの原著論文まで、 広く受け付ける方針をとっている。

会員諸氏にはぜひ、 様々な立場からジャンルを問わず、 積極

的に記事をお寄せいただきたい。 また、 本会報はオンライン

で全記事を無料公開することにしている。 会員 ・ 非会員を問

わず、 多くの読者の方々に本会報の掲載記事にご注目いただ

き、 地下生菌および関連する菌類に関する信頼の置ける情報

源として、 本会報が末永く活用されてゆくことを大いに期待し

たい。
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